
１ 調査の趣旨 

○ 各学校において、自校の児童・生徒一人ひとりの学習状況を踏まえて、

教育課程や指導の改善・充実を図る。 

○ 調査の結果を基に、児童・生徒自身が学習上の課題を認識し、その後

の学習に役立てる。 

○ 各教科の目標や内容に照らした学習の実施状況を把握し、区内小・中

学校における教育課程の実施状況についての課題を明らかにして教育

委員会の施策及び事業に生かす。 

 

２ 調査の実施概要 

（１）対象学年及び教科       ※ 調査範囲は前年度の学習範囲 

学年 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

対象人数（人） 1,627 1,511 1,472 1,403 1,350 999 984 973 

国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

社会 
    

○ ○ ○ ○ 

算数・数学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

理科 
    

○ ○ ○ ○ 

英語 
      

○ ○ 

（２）実施方法 ペーパーテスト形式による調査 

（３）実施時期 小学校：平成２９年４月１０日～１４日の中１日  

中学校：平成２９年４月１４日 

※本調査では、通過率が７０％であれば、区内の７０％の児童・生徒

が、「おおむね満足できる状況」にあることを示しており、全ての教

科の各観点の通過率を７０％以上にすることを目指している。 

 

４ 調査結果の概要 

（１）小学校・中学校ともに、全学年・全教科の平均正答率は、目標値と

同程度もしくは目標値を上回っていた。 

（２）通過率が７０％以上の項目は、全８６項目中５４項目で、昨年度、

一昨年度に比べ達成した項目数が増加した。教科別では国語が３２項

目中２５項目（昨年度２４項目）、社会は１２項目中５項目（昨年度３

項目）、英語は６項目中５項目（昨年度４項目）が増加した。校種別で

は、中学校で昨年度１７項目から２２項目へと増加している。 

（３）課題 

①全ての教科において、いくつかの資料を比べたり関連付けたり

する内容を記述する問題や、事象や実験・観察の結果を基に考

察し自分の言葉で表現したり説明したりする問題で正答率が

低く、無解答率も高いという傾向にある。理解するだけではな

く、理解した内容からさらに思考を深め、表現する力の育成が

引き続き、課題である。 

  ②理科・社会については学習上重要な語句や用語の意味の理解が

例年に引き続き課題が見られた。不十分であった。用語をただ

暗記するだけでなく、自分の言葉で説明できる力を付けること

が課題である。 

  

５ 今後の対応 

（１）本調査は全ての項目で通過率７０％を達成することを目標とし

ている。「新しい中野をつくる１０か年計画」（平成２８年４月、

中野区）では、経過目標として以下の成果指標と目標値を示した。 

今後、達成できていない項目について各学校独自に詳細な分析を

行い、具体的な取組を検討していく。 

（２）区全体の調査結果は教育委員会事務局で分析し、中野区教育委

員会ホームページ上で公開する。なお、小・中学校に共通する課

題についても検討し、その解決策を研修会等で提示する。 

（３）各学校においては自校の結果についての分析を行い、それに基

づいた「授業改善プラン」を作成し、日々の授業改善を図る。併

せて、分析結果等を、各学校のホームページ等にて公開する。特

に、通過率が７０％に届かなかった観点については、具体的な取

組を講じていく。 

（４）教員研修、特に、若手教員育成研修の充実に努め、教員の授業

力の向上を図る。 

目標値に達した児童・生徒の割合が７０％以上の項目数の経年比較 

年 度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３２年度 平成３７年度 
項目数 

（全８６項目） 
４２ ５２ ５４ ６１ ６９ 

項目数の割合（％） ４８．８ ６０．５ ６２．８ ７０ ８０ 

平成２９年（２０１７年）９月２９日 

教 育 委 員 会 資 料 

教育委員会事務局指導室長 平成２９年度中野区学力にかかわる調査の結果について 



６ 調査結果 

（１）国語 

 
【参考】 
  話す・聞く力 書く力 読む力 

言語についての 
知識・理解・技能 

年度 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 

小

学

校 

２年生 77.7  74.3 73.2 68.5  66.3 63.6 61.7  60.1 61.0 82.0  83.2 81.4 

３年生 73.0  75.8 76.4 77.3  72.1 72.9 76.3  75.8 77.2 84.6  83.3 85.0 

４年生 45.1  62.9 63.2 73.8  71.8 69.0 71.3  70.4 74.3 71.8  70.0 74.9 

５年生 65.3  71.3 72.8 75.5  78.7 81.2 81.6  81.8 85.0 69.5  71.2 73.1 

６年生 84.9  75.1 73.6 84.1  83.8 83.9 69.6  69.5 65.6 79.1  78.1 74.7 

中

学

校 

１年生 63.2  67.7 68.1 80.8  79.3 73.5 64.5  70.4 72.3 63.7  69.5 71.4 

２年生 82.1  84.9 81.5 78.5  81.6 79.3 77.9  76.9 78.2 64.3  63.3 66.8 

３年生 85.1  85.6 87.2 75.6  74.3 78.7 75.1  77.2 71.9 64.2  69.1 76.6 

※ 太字・斜体は、平成２８年度を上回ったものを示している。 
※ 網掛けの数値は目標値に到達した児童・生徒が７０％以上の項目を示している。 

【調査結果の分析】 

⇒「テキストから要点を取り出し、自分の考えをもつ力及び 

日常生活に生かす力の育成」 

◆結果 

 ・どの観点も、目標値に到達した児童・生徒が 70％に達している

学年が多く見られ、小学校３年生、５年生では、昨年度同様、全

ての観点で目標値に達した児童の割合が 70％を超えた。今年度

は、中学校３年生においても全ての観点で目標値に達した生徒の

割合が 70％を超えた。 

 

◆課題 

 ・「書くこと」については、小学校低学年から、文章を書くことの

苦手感を取り除き、文章を書くことに慣れさせたり、文章を書く

ことの必要性に気付かせたりすることが必要である。 

 ・「話すこと・聞くこと」については、話の内容を正確に聞き取り、

聞き取った内容を活用する力を身に付けさせる必要がある。 

・「読むこと」については、説明的な文章を読み取る力を身に付け

させる必要がある。 

 

◆課題への対応 

 ・子どもたちが経験したことや想像したことの中から書くことを決

めて文を書く活動を日常的に取り入れ、書くことのよさや重要性、

どのように文を書くのかについて、実感することのできる学習活

動を意図的に盛り込む。 

・大事なことを落とさずに聞いたり、話題に沿って話し合ったりす

る活動を、小学校低学年から繰り返し丁寧に指導するとともに、

相手意識や目的意識をもって聞く場を設定する。 

・本文に書かれている内容を理解するだけではなく、事柄の順序な

どを考えながら内容を読み取ったり、文章の要点に注意しながら

読み取ったりする力を高める学習活動を、継続的に行う。また、

文章の中からキーワードを読み取って メモをしたり、文章の構成

や展開、表現の特徴について自分の考えをもたせたりする場を設

定する。 
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（２）社会 

 
 

【参考】 
  社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

年度 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 

小 ６年生 74.4 72.5 72.5 73.1 72.1 70.2 72.0 64.6 62.9 

中 

１年生 59.1 63.3 64.0 66.0 64.8 70.3 52.8 58.0 61.6 

２年生 65.0 68.0 73.2 64.9 64.3 62.6 59.3 60.6 60.7 

３年生 60.0 67.5 74.5 67.1 71.8 69.2 56.5 61.6 69.5 

※ 太字・斜体は、平成２８年度を上回ったものを示している。 

※ 網掛けの数値は目標値に到達した児童・生徒が７０％以上の項目を示している。 

 

【調査結果の分析】 

⇒「資料から情報を読み取り、多面的に考える力の育成」 

◆結果 
・小学６年生は、観点別の通過率において「社会的な思考・判断・

表現」「観察・資料活用の技能」で、３年連続 70％を上回った。
一方、全ての観点の割合が昨年度から下回る、又は同等となって
おり、「社会的事象についての知識・理解」は平成２７年度と比べ
ると 9.1％減少した。 

・中学校では、観点別の通過率において９項目中７項目で上昇が見
られ、昨年度 70％を超えた項目は１つであったが、３項目に増え
た。一方、「観察・資料活用の技能」は、中学２・３年生ともに昨
年度から減少し、知識・理解に関する正答率についても、目標値
よりも下回っている問題が見られた。 

 
◆課題 
・「歴史的分野」については、１単位時間や単元を通して出てきたキ

ーワードを用いて、児童・生徒自身が自分の言葉で学びとったこ
とをノートに記述したり、発言したりする力を身に付ける必要が
ある。 

・「地理的分野」については、都道府県や世界の国々の位置の把握な
ど基礎的・基本的な内容の理解ととともに、資料から情報を正確
に読み取る力を身に付けることが求められる。 

 
◆課題への対応 
・実体験を伴うことが難しい教科であるが、導入で児童・生徒の興

味・関心を引き出すような学習問題を設定できるようにし、問題
解決的な学習を展開する。 

・様々な調査や資料から情報を適切に調べたりまとめたりする技能
を高める学習活動、資料から読み取った情報を基にして社会的事
象について考察したり、表現したりする学習活動のさらなる充実
を図る。 

・小中連携での取組として、小学校では教室に日本地図を掲示し、
中学校では世界地図を活用して授業を行う。国土の環境や気候と
関連付け、人々の生活や産業についての特色を理解できるように
学習の展開を工夫する。 
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（３）算数・数学 

 

【参考】 

  数学的な考え方 数量や図形についての技能 
数量や図形についての 

知識・理解 

年度 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 

小

学

校 

２年生 75.4  75.4 74.2 87.1  88.5 88.4 83.7  84.2 83.2 

３年生 73.7  76.5 77.0 82.7  82.4 82.4 78.0  80.8 81.2 

４年生 72.6  80.5 78.6 79.9  83.0 82.8 84.8  85.1 85.7 

５年生 74.0  76.1 77.0 79.3  80.2 81.9 74.5  74.2 75.7 

６年生 74.3  76.5 75.6 77.7  76.6 75.5 76.7  77.4 74.7 

中

学

校 

１年生 65.7  71.2 69.6 69.5  74.4 74.7 63.2  67.5 66.0 

２年生 58.4  58.6 63.7 73.6  71.3 73.1 64.8  67.1 68.7 

３年生 62.6  64.6 67.6 68.9  71.7 72.7 63.1  64.8 69.2 

※ 太字・斜体は、平成２８年度を上回ったものを示している。 

※ 網掛けの数値は目標値に到達した児童・生徒が７０％以上の項目を示している。 

【調査結果の分析】 

⇒「基礎的・基本的な内容の確実な習得と筋道立てて考え説明 

する力の育成」 

◆結果 

・小学校では、全ての項目で目標値に到達した児童が 70％に達した。 

中学校では、「数量や図形についての技能」の項目は全学年で 70％ 

に達し、中学２・３年生は全ての項目で昨年度より上昇した。 

・「数学的な考え方」については、昨年度と同様に小・中学校共に、 

三角形の面積の性質を活用した問題において無解答率が高く、中学 

校では半数以上が無解答だった。 

 

◆課題 

・全ての学年において、問題の趣旨を理解し、算数・数学における用 

語・記号を用いて、数学的な見方・考え方を働かせて、筋道立てて 

考え説明する力を身に付ける必要がある。 

・「数量や図形についての知識・理解」においては、作図、多角形の 

性質などの図形問題、また数直線上に示された大きな数の読み取り、 

絶対値の理解、分数の四則計算、ヒストグラムなどの基礎的・基本 

的な内容の理解を確実に習得させることが求められる。 

 

◆課題への対応 

・自分の考えを、根拠を明確にして筋道立てて説明させたり、友達の 

考えと交流させたりしながら、それぞれの考えのよさや共通点を話 

合う活動を取り入れ、考えを深化させていく学習を展開する。 

・日常生活と結び付けながら量感を実感できる活動を設ける。 

・数量や図形についての知識・理解の定着に向け、東京ベーシックド 

リルやフォローアップシート等を活用する。 

・全小・中学校で実施している習熟度別少人数指導において、児童・ 

生徒一人ひとりの課題を把握し、個に応じた指導をさらに充実する。 
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（４）理科 

 
 

【参考】 

  
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 

知識・理解 

年度 
H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 

小 
６年生 69.6 71.2 65.0 68.7 68.6 63.9 60.9 73.6 68.1 

中

学

校 

１年生 51.9 59.4 63.4 63.0 60.7 70.2 56.8 61.7 62.3 

２年生 61.9 62.2 66.3 53.1 61.5 59.1 55.0 64.0 59.1 

３年生 58.4 59.4 62.9 58.8 66.5 57.3 57.1 57.9 67.1 

※ 太字・斜体は、平成２８年度を上回ったものを示している。 

※ 網掛けの数値は目標値に到達した児童・生徒が７０％以上の項目を示している。 

【調査結果の分析】 

⇒「児童・生徒が問題に主体的に取り組み、科学的に解決する力

の育成」 

◆結果 

・小学校では目標値を達成した児童の割合は全ての観点で昨年度より 

減少した。中学校では９項目中６項目で数値が上昇しており、特に 

「科学的な思考・表現」については中学校全学年において２年連続 

増加した。 

・目標値に到達した児童・生徒割合が 70％に達した観点は中学１年 

生の「観察・実験の技能」のみであった。 

 

◆課題 

・「科学的な思考・表現」では、実験結果やグラフ等から客観的に読 

み取り、自分の考えを表現する力を育成することが求められる。 

・「観察・実験の技能」では、Ａ区分の実験器具はいくつかの実験で 

共通で用いる物があり定着が見られるが、Ｂ区分の観察器具につい 

ては使用頻度が低いため定着も低く、観察器具を十分に操作できる 

技能を身に付ける必要がある。 

・「自然事象についての知識・理解」では、科学的語句の定着を図る 

ことが求められる。 

 

◆課題への対応 

・「科学的な思考・表現」を高めていくためには、普段の授業から理 

科的な見方・考え方を働かせるように授業を構成していくことが大

切である。また、児童・生徒が、自分が導き出した考えを、友達の

考えと交流することで、より妥当な考えをつくりだしていく活動を

設ける。 

・Ｂ区分の観察道具については、授業中だけでなく教室や自宅などで 

も使えるようにし、使用頻度を高めて児童・生徒が親しみをもって 

操作できるようにする。 

・科学的語句の定着については、教師が日常の授業で正しく使うよう 

にする（例：×ふたば、○子葉）。また、児童・生徒には科学的語 

句をキーワードとして結論や振り返りを書かせるなど科学的語句 

を使う機会を増やす等の工夫をする。 
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（５）英語 

 
 

【参考】 

  
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識・理解 

年度 
H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 

中
学
校 

２年生 59.6 66.4 72.8 66.3 71.1 74.3 66.7 72.5 72.4 

３年生 70.7 72.5 75.1 71.4 73.4 78.9 64.0 64.0 68.9 

※ 太字・斜体は、平成２８年度を上回ったものを示している。 

※ 網掛けの数値は目標値に到達した児童・生徒が７０％以上の項目を示している。 

 

 

 

【調査結果の分析】 

⇒「技能統合型の言語活動を通した表現力の育成」 
◆結果 
・観点別の達成率において、第２学年は「言語や文化についての知識・理 

解」が、昨年度とほぼ同等（0.1％減）であるものの、その他の全ての 
観点で上昇が見られた。第３学年は、全ての観点で上昇した。また、目 
標値に達した生徒の割合において、第２学年は全ての観点で、第３学年 
は「外国語表現の能力」「外国語理解の能力」で 70％を上回った。 

・領域別正答率において、第２学年の「聞くこと」は 77.0％、第３学年の 
「聞くこと」は 78.9％と 70％を上回った。同一母集団の達成率を経年比 
較すると、第３学年の「聞くこと」が 9.1％増、「書くこと」が 2.5％増 
と上昇した。 

・問題別正答率における「外国語表現の能力」の観点では、「場面に応じ 
て英作文を書く問題」において、第２学年は類型外誤答率が 35％をえ 
ており、無解答率も 15％を超えていた。加えて、第３学年においては、 
類型外誤答が 40％を超えている問題もあった。 

・「外国語理解の能力」の観点において、第２学年は「長文の内容に関す 
る質問に英語で答える問題」、第３学年は「対話の内容を聞き取り、資 
料をもとに答える問題」及び「長文の内容に関する質問に英語で答える 
問題」に課題が見られた。これらの問題の無解答率は、第３学年におい 
ては昨年度よりも低くなっているものの、継続して高くなっていた。 

・「言語や文化についての知識・理解」の観点において、第２学年は「語 
形・語法の知識・理解（一般動詞過去の疑問文）に関する問題」、第３ 
学年は「語形・語法の知識・理解（動名詞の形、助動詞の後の動詞の形） 
に関する問題」に課題が見られた。 

 
◆課題 
・外国語を用いて適切に作文する能力を身に付ける必要がある。 
・読み取った情報を基に、適切に表現する力を育成する必要がある。 
・引き続き基礎的・基本的な学習内容の定着を図っていく必要がある。 
 
◆対応策 
・４技能をバランスよく指導するとともに、技能統合型の言語活動を充実 

させる。 
・パターンプラクティスやコミュニケーション活動を行いながら、繰り返 
し重要表現を活用させる。 

・具体的な場面や状況に合った適切な表現を考え、話したり、書いたりす 
る学習活動を、年間を通じて意図的・計画的に取り入れる。 

・長文の概要や要点等、読み取った情報を基に、問いに対する適切な語法 
を用いて表現させる学習の充実を図る。 

・基礎的・基本的な内容についての指導を十分に行うとともに、ＡＬＴ等 
を効果的に活用する。 

・英語を活用して積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成 
するために、今後は小学校の外国語活動においても、学年段階や学校段 
階における系統的な指導を充実させる。 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

中学２年生 中学３年生 

目
標
値
に
到
達
し
た
児
童
・
生
徒
の
割
合
 

英語科観点別 

外国語表現の能力 

外国語理解の能力 

言語や文化についての知識・

理解 



 
 
 
 
 
 
【概要】 

東京ベーシック・ドリルを活用した一人ひとりの学習状況に応
じた指導の展開 
 
【取組】 
（１）診断テスト 

東京ベーシック・ドリルの診断テストＡを４月に実施、また
診断テストＢを７月に実施した。また、既習学年の診断テスト
を全て実施することで、児童がどの段階でつまずきがあったか
を把握した。 
 

（２）夏休み補習学習 
夏休み中の補習学習に参加した児童について、診断テストの結

果から、どこでつまずいたかが分かるように一覧表を作り、そこ
から児童専用のプリント集をつくり、補習学習で指導をした。 

 
（３）放課後学習教室 
    夏休み補習教室に引き続き、プリント集の課題に取り組んで

いる。また、その日の授業で実施した内容でも分からなかった
問題についても放課後学習教室で指導を行い、基礎的な内容の
定着を図っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【概要】 
  校内での補充学習教室や地域との連携による生徒の学習意欲
や主体性を高める取組 

 
【取組】 
（１）日常的な取組 「放課後学習教室」 
   放課後に学習指導支援員と数学の教員で週３回を基本に実

施し、基礎学力の向上に努めている。 
 
（２）定期考査前の取組 「補充学習教室・質問教室」 
  ①３学年での取組 

５教科において、放課後の補充学習教室を実施し、平均 
１５名程度の生徒が参加している。 
②１・２学年での取組 

個々の生徒が各教科の教員へ質問に来る質問教室を実施し
て対応している。 

  
  （３）地域との連携 「634キッズ応援隊ぴょこたん」 
       父母と教師の会とで共催で実施しており、家庭で自力学習が

難しい生徒や、学習習慣が付いていない生徒に学習意欲をもた
せるためにしている。１，２年生合わせて１日平均１５～２０
名の生徒が参加している。 

学力調査で成果のあった学校の取組 

 

東京ベーシック・ドリルの活用（中野本郷小学校の例） 放課後学習教室・補充教室の取組（北中野中学校の例） 

 
 
（東京ベーシック・ドリルの取組例） 

 
 中野本郷小で用いている一覧表。診断テストで 
課題の見られた単元のプリント番号に○を付けて 
個の課題に取り組んでいる。 
 

 


